
初
恋
の
殉
職
し
て
天
空
に
咲
い
た
大
和
撫
子 
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昨
年
の
八
月
十
五
日
、
今
日
は
終
戦
記
念
日
だ
か
ら
テ
レ
ビ
番
組
に
、

終
戦
に
関
係
し
た
も
の
は
な
い
か
と
電
源
を
Ｏ
Ｎ
に
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組

で
、
日
本
名
の
樺
太
豊
原
に
て
電
報
電
話
局
の
交
換
任
務
に
就
い
て
い
た

七
名
の
交
換
女
性
が
殉
職
し
た
放
送
が
あ
っ
た
。
ソ
ビ
エ
ト
軍
が
不
可
侵

条
約
を
無
視
し
て
樺
太
に
進
撃
し
て
き
た
昭
和
二
十
年
八
月
十
日
の
も

の
で
あ
る
。
電
話
交
換
の
任
務
を
最
後
の
最
後
ま
で
遂
行
し
て
い
た
女
性

の
所
ま
で
ソ
連
軍
が
進
行
し
て
き
た
の
だ
。
彼
ら
が
、
獲
物
と
し
て
近
づ
い

て
来
る
と
、
女
性
達
は
一
斉
に
青
酸
カ
リ
で
服
毒
自
殺
を
し
た
の
で
あ
る
。

退
避
の
余
裕
が
な
い
場
合
は
、
潔
く
自
殺
す
る
べ
く
常
に
青
酸
カ
リ
を
所

持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
将
に
、
職
場
死
守
の
「
大
和
撫
子
」
殉
職
の
男
性

の
戦
死
に
も
劣
ら
ぬ
放
送
で
あ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
私
の
海
軍
時
代
、
海
軍
内
部
の
命
令
伝
達
は
、
専
用
電
話

網
が
完
備
し
て
お
り
、
一
般
社
会
と
の
通
話
は
、
本
部
の
副
官
部
と
食
料

購
入
の
炊
事
場
に
佐
世
保
電
報
電
話
局
交
換
の
電
話
線
が
引
き
込
ま
れ

て
い
た
。
電
話
局
と
同
じ
く
二
十
四
時
間
の
交
替
勤
務
の
副
官
部
は
、
佐

世
保
鎮
守
府
（
四
国
、
九
州
、
沖
縄
の
海
軍
所
属
部
隊
の
総
指
揮
）
と
の

直
接
連
絡
、
相
之
浦
海
兵
団
、
佐
世
保
海
兵
団
、
針
尾
海
兵
団
（
海
軍
兵

学
校
分
校
）
と
横
の
連
絡
の
他
、
鎮
守
府
管
下
の
各
県
庁
、
市
町
村
役
場

と
の
連
絡
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
た
。
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
て

い
な
い
真
夜
中
に
な
る
と
、
夜
間
勤
務
は
退
屈
で
あ
る
。
男
ば
か
り
の
軍

隊
内
で
女
性
の
声
が
聞
け
る
電
報
電
話
局
か
ら
の
電
話
受
付
は
一
番
人

気
が
あ
っ
た
。 

 

あ
る
晩
の
深
夜
に
、
「
今
か
ら
、
電
話
で
交
換
嬢
が
歌
で
兵
隊
さ
ん
達

を
慰
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
」
と
い
う
と
す
ぐ
に
、
「
明
日
は
お
立
ち
か

お
名
残
惜
し
や 

大
和
男
児
の
晴
の
旅 

朝
日
を
浴
び
て 

い
で
立
つ
君
を 

拝
む
心
で
送
り
た
い
」
。 

続
い
て
「
支
那
の
夜
」
等
、
次
か
ら
次
へ
と
美
声
を

聞
か
せ
て
く
れ
た
。
当
直
勤
務
の
兵
隊
は
、
久
方
ぶ
り
の
女
性
達
の
慰
問

に
大
満
足
で
あ
っ
た
。
が
、
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
内
部
に
拡
大
す
る
と
軍

規
が
お
か
し
く
な
る
と
、
私
は
直
感
し
た
。
次
の
一
般
電
話
が
来
た
折
り

に
、 「

私
は
森
岡
で
す
が
、
こ
の
前
の
電
話
歌
声
慰
問
の
お
礼
を
申
し
上
げ

た
い
の
で
、
お
会
い
で
き
る
日
時
と
場
所
を
教
え
て
下
さ
い
。
私
も
日
程
を

合
わ
し
ま
す
。
」と
告
げ
た
。 

「
そ
れ
で
は
、
有
名
な
飯
盛
神
社
の
鳥
居
の
横
に
大
き
な
松
の
木
が
す

ぐ
に
目
に
付
く
と
思
う
の
で
、
そ
こ
で
待
っ
て
い
ま
す
。
」と
約
束
を
し
た
。 

女
性
の
声
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
で
銀
の
鈴
を
振
る
よ
う
な
良
い
声
で
あ
り
、
さ

ぞ
か
し
美
人
で
あ
ろ
う
と
想
像
を
し
た
。
約
束
の
日
に
、
時
刻
に
遅
れ
な

い
よ
う
に
足
取
り
も
軽
く
、
そ
の
場
所
に
出
向
い
た
。
飯
盛
神
社
は
、
新

兵
卒
業
の
記
念
遠
足
参
拝
で
行
っ
て
お
り
、
二
回
目
と
な
る
の
で
、
迷
う



こ
と
は
な
か
っ
た
。
松
の
大
木
の
横
に
、
水
玉
模
様
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
着
た
、

八
等
身
で
色
白
の
美
し
い
女
性
が
立
っ
て
い
た
。 

「
私
は
、
森
岡
で
す
。
電
話
歌
声
慰
問
の
お
礼
に
参
上
し
ま
し
た
。
余
り

に
も
お
上
手
で
人
気
が
出
て
、
話
題
が
広
が
る
と
軍
隊
に
は
、
色
々
の
規

定
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
。
」と
御
礼
を
言
っ
た
。 

「
私
達
以
上
に
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
、
少
し
で
も
喜
ん
で

戴
い
た
ら
、
そ
れ
で
よ
い
の
で
す
。
私
共
が
、
兵
隊
さ
ん
の
ご
苦
労
を
思
う

心
が
通
じ
て
、
こ
ん
な
う
れ
し
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
涙
ぐ
ん
で
話
さ

れ
た
。
こ
れ
こ
そ
、
日
本
女
性
の
愛
国
心
が
脈
々
と
伝
わ
っ
て
き
た
大
和

撫
子
で
あ
る
。
男
性
は
こ
の
よ
う
な
女
性
の
為
に
命
を
捧
げ
て
も
良
い
と

の
気
持
ち
に
な
っ
た
。 

「私
は
、
阿
波
の
徳
島
で
す
。
貴
女
は
？
」 

「
佐
世
保
市
内
で
す
。
」と
い
う
。 

「
満
二
十
才
徴
兵
検
査
で
、
四
国
、
九
州
、
沖
縄
の
師
範
学
校
卒
業
し

た
教
師
の
免
許
状
所
持
者
ば
か
り
の
現
役
兵
で
あ
り
、
準
士
官
に
進
級

後
は
、
海
軍
の
中
核
で
あ
る
十
六
才
～
十
七
才
頃
の
海
軍
志
願
兵
の
徴

募
官
と
な
る
為
の
訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。
潜
水
艦
以
外
の
艦
船
は
、
一

通
り
体
験
を
し
て
も
ら
う
と
、
入
隊
時
に
訓
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
兵

籍
番
号
は
、
佐
徴
師
八
四
〇
番
で
す
。
」と
話
し
た
。 

彼
女
は
、
私
の
名
前
を
既
に
森
岡
だ
と
知
っ
て
い
た
。
電
話
交
換
の
折

に
、
電
話
で
の
対
話
か
ら
、
声
色
で
記
憶
し
て
い
た
由
で
あ
っ
た
。
女
性
の

天
使
の
よ
う
な
笑
顔
で
学
生
時
代
等
を
色
々
伺
っ
て
い
る
間
に
門
限
時
間

と
な
り
、
再
会
を
約
束
し
て
別
れ
た
。
そ
の
後
、
二
回
、
三
回
と
会
う
度

に
若
い
男
女
の
恋
心
が
生
ま
れ
て
き
た
。
私
に
は
兄
弟
五
人
あ
り
、
自
分

一
人
位
は
佐
世
保
で
結
婚
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
が
、
し
か

し
今
結
婚
し
て
戦
死
を
し
た
場
合
、
女
性
は
未
亡
人
と
な
り
、
父
親
不
在

の
遺
児
が
生
ま
れ
る
。
お
い
そ
れ
と
は
、
結
論
は
出
て
こ
な
い
。
こ
れ
こ
そ
、

戦
時
教
育
を
受
け
た
教
育
が
、
邪
魔
を
す
る
と
思
い
悩
ん
だ
。
戦
局
は
依

然
厳
し
く
、
つ
い
に
彼
女
は
佐
世
保
空
襲
時
の
電
話
交
換
手
殉
職
者
の
皆

さ
ん
と
共
に
散
華
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
「
森
岡
さ
ん
、
近
く
に
焼
夷
弾
落
下
、

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
」
と
電
話
に
て
別
離
の
言
葉
を
残
し
、
天
空
に

咲
く
大
和
撫
子
と
な
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。 

一
人
の
人
間
と
し
て
生
か
死
か
の
局
面
に
立
っ
た
時
に
、
本
能
を
乗
り

越
え
て
の
人
間
と
し
て
の
決
断
は
、
人
間
教
育
が
根
底
に
な
る
と
強
く
思

う
。
命
を
か
け
て
職
場
を
守
り
、
殉
職
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら

お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。 

 

（
平
成
二
十
四
年
八
月
十
五
日 

終
戦
記
念
日
記
） 

 


